







資料的検討の結果は 『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報 『木簡研究』などで速報的に報、 』
告することに加えて、これまでの検討結果を含めた木簡図録『飛鳥藤原京木簡１－飛鳥池・山
田寺木簡 『同２－藤原京木簡１』を刊行し、全部で 点の木簡の釈文・解説を鮮明な写』、 3637
真とともに提示した。
官司運営の復元結果については、下記に示すような複数の論文にまとめ、公表している。




直接経費 間接経費 合 計
２００６年度 ８００，０００ ０ ８００，０００
２００７年度 ７００，０００ ０ ７００，０００
２００８年度 ７００，０００ ２１０，０００ ９１０，０００
年度
年度








研究課題名（英文） The study of wooden tablets in Asuka and Fujiwara area
s，and the routiene in the public office




















































































































































2009 135 170の成立と在地社会』 年、 ～
頁、査読なし）
２．市大樹「西河原木簡群の世界 （ 古代」『
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次)の調査－第 ・ 次－ （ 奈良19 140 145 」『
2007 2007 93 101文化財研究所紀要 年 ～』 、
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